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口永良部島火山2018-19年噴火降下火砕物の産状と分布

Occurrence and distribution of pyroclastic fall deposits of

Kuchinoerabujima volcano 2018-2019 eruption
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　口永良部島火山新岳では2018年10月21日から断続的に噴火が始まった。東側に隣接する屋久島や種子島で

降灰が認められるような比較的大きな噴火は2018年12月18日、12月28日、2019年1月17日、1月29日に発

生した。このうち降灰軸が南東方向にあり陸上に降灰が少なかった12月28日噴火を除く3つの噴火について降

灰調査を行った。口永良部島島内では2月上旬に調査を行った。また、気象庁口永良部島火山防災連絡事務所

提供資料や地元住民等への聞き取り情報も利用した。 

 

　屋久島や種子島において堆積物はいずれも明灰色ないし淡く赤みを帯びた明灰色の砂質~シルト質火山灰層

で、構成粒子は石質岩片や熱水変質岩片を主体とし新鮮なガラス質岩片は少ない。一連の噴火で最も降灰量が

多かった1月17日噴火では、東に伸びる降灰軸上の屋久島北西部で400g/m2程度、北東部で100 g/m2程

度、種子島南端部で20 g/m2程度の堆積物が認められた。堆積物の一部は泥雨として降下した痕跡を持ってい

た。屋久島北部では細粒火山礫も多く含まれており、最大粒径は降灰軸よりも北側で大きい傾向があった。降

灰軸と最大粒径分布の軸のずれは高度によって風向や風速が異なっていたことで説明されうる。口永良部島島

内では一連の噴火全体の堆積物として火口から南東方向に降灰軸があり、約1.5kmの距離で約12kg/m2の堆積

量が確認された。このうち1月17日噴火に相当する層準は粗粒な砂礫質で長径5cm程度の火山礫を含む。 

 

　降下火砕物の噴出量は堆積密度を1000kg/m3としてFierstein and Nathenson (1992)の方法により求め

た。屋久島などの遠方の堆積量分布データからは2018年12月18日噴火では約2.9万t、1月17日噴火では6.2万

t、1月29日噴火では1.4万tと見積もられる。いずれも同様な方法で見積もった2015年5月29日噴火の降下火

砕物の噴出量（約12万t）より小さい。これらの遠方データに近傍地域である口永良部島内の堆積量を加味し

た場合、2018年12月~2019年1月の降下火砕物の合計は約13万t程度と見積もられる。
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